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有意義な夏休みを！ 

 

 

 

 
  

色あせた標語から感じたこと 
1学期が終わろうとしています。出だしの 4月は大人，子どもに関わらず慌（あわ）た

だしさや環境の変化など，多くの不安を抱えてのスタートだったと思います。このこと

は，私も例外ではありませんでした。しかし，そんな不安な気持ちを癒してくれたのが，

あなた達の笑顔や優しさ，真面目さ，そして元気あふれる姿でした。 

しかし，心配なことが全くなかったわけではありません。人間関係や家庭での悩み，ケ

ンカ，交通事故などの報告をいくつか受けました。このようなことがあると先生方が当該

生徒から話を聞くなどをし，迅速に対応してくれました。 

他の学校の先生方と話をする中で感じるのはＳＮＳでの悪口や仲間はずれ，他人の個人

情報（画像を含む）を無断でネット上に掲載する，ゲームなどによる多額の課金などのイ

ンターネット上でのトラブルの増加です。本校はどちらかといえば少ない方だと思います

がやはり心配です。 

本校の生徒は全員が，すずかこどもクリニックの渡邊正博先生からスマホの危険性につ

いての話（1年生は入学式，2，3年生は入学説明会）を聞いています。また，これだけ

でなく，あらゆる機会を捉えてスマートフォンやＳＮＳ等の正しい使い方やその危険性に

ついて伝えています。 

 さて，話は変わりますが，私が住んでいる町内の集会所に写真のような標語が掲示され

ていました。一つは「子のために 与えてよいもの 悪いもの」もう一つは「育てよう 
小さな「シツケ」 明日への宝」です。室内ではありますが，紙は色あせ，所々が破れ
ています。また，使われている画びょうも錆（さ）びています。ずいぶん前から掲示され

ているものだと思われます。私はこんな状態にも

かかわらず剥（は）がされることなく，今まで掲

示され続けていたのには理由があると感じていま

す。それは，この標語が世代を超えて子ども達の

健やかな成長を願う大人共通の願いであるため，

はがされることなく残されたのでしょう。 

 私は，何も「中学生はスマホを使うべきではな
い！」と言っているのではありません。技術が進
歩し，その恩恵にあずかりながら人の生活は便利
に快適になっていきます。大切なことは使い方次
第だということです。料理に使う包丁も使い方に
よっては凶器になります。 

もうすぐ夏休みに入ります。有意義な夏休みに

するためにも，この機会に改めてスマホ，ＳＮＳ

の使い方について考えてほしいと思います。 
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一人で悩まず相談してみよう 
 

 

 

  

 

 

 

中学生の時期は悩みが多いものです。思春期と呼ばれるこの時期，脳と体が劇的に変化

し，その影響を受けて，考える力，心にも大きな変化が生まれます。 

急激な自分の変化に違和感を持ちながら，仲間関係や異性関係の悩み，自分自身に関す

る悩み等，程度の差はあれ，誰もが何らかの悩みを抱えています。そのような悩みの中

で，友達，親，先生にも相談しづらい内容のものがあれば，下の機関に相談してみるのも

ひとつの手段です。気持ちが軽くなるかもしれませんよ。   ※学校ＨＰにも掲載 


